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●2014年まちの1年を振り返る
●小豆島駅伝競走大会開催
●町長の「八日目の蟬」記　セレクション
●新たなまちづくりへ向けて
●子どもの健康相談室
●まちのわだい
●くらしの情報
●くらしのカレンダー
●小豆島を元気に！　私の提言

「ONE FOR ALL ALL FOR ONE」
～第65回香川県中学校駅伝競走大会

小豆島中学校陸上部男女ダブル優勝～
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ま
ち
の

ま
ち
の
11
年
を
振
り
返
る

年
を
振
り
返
る

５
日　

小
豆
島
町
消
防
団
出
初
式

12
日　

小
豆
島
町
成
人
式

　

新
成
人
１
３
６
名
誕
生

19
日　

O
n  Gaeshi　

Project

　

Special in 

小
豆
島
川
崎
宗

　

則
選
手
に
よ
る
野
球
教
室

１
日　

第
22
回
小
豆
島
町
オ
リ

　

ー
ブ
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
全
国

大
会
開
催

４
日　

小
豆
島
町
教
育
委
員
会

表
彰
で
3
団
体
19
名
が
受
賞

21
日　

池
田
中
学
校
閉
校
式

　

67
年
の
歴
史
に
幕

22
日　

オ
リ
ー
ブ
公
園
に
『
ハ

　

ー
ブ
シ
ョ
ッ
プ
・
コ
リ
コ
』

が
オ
ー
プ
ン

７
日　

小
豆
島
中
学
校
開
校

式
、
入
学
式

13
日　

町
議
会
議
員
選
挙
執
行

14
日　

塩
田
町
長
再
選

17
日　

小
豆
警
察
署
安
田
駐
在

所
竣
工
式

23
日　

町
議
会
議
員
14
人
体
制

で
始
動

４
日　

安
田
小
学
校
児
童
に
よ

る
「
小
豆
島
町
小
学
生
議
会
」

実
施

９
日　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
示
作
品

「
さ
よ
な
ら
セ
レ
モ
ニ
ー
」

27
日　

町
議
会
で
塩
田
町
長
が

施
政
方
針
演
説

１
月

３
月

４
月

２
月 小

豆
島
町
２
０
１
４

小
豆
島
町
２
０
１
４

　

２
０
１
４
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
池
田
中
学
校
と
内
海
中
学
校
が
統
合
し
、
新
し
く
小

豆
島
中
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
、
消
防
署
の

起
工
式
が
行
わ
れ
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
よ
り
安
全
で
安
心
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
で
は
、「
ア
ー
ト
小
豆
島
・
豊
島
２
０
１
４
」
と

題
し
、
様
々
な
ア
ー
ト
活
動
を
展
開
し
、
２
０
１
６
年
に
開
催
さ

れ
る
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
す
1
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
の
１
年
間
に
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
広

報
写
真
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

24
日　

内
海
中
学
校
閉
校
式

　

67
年
の
歴
史
に
幕

28
日　

三
都
半
島
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
第
10
回
芸
術
家
村

入
村
式

29
日　

春
の
叙
勲　

地
方
自
治

功
労
で
八
木
壮
一
郎
さ
ん

（
池
田
）、
三
木
長
太
郎
さ
ん

（
安
田
）
が
受
章

25
日　

オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全

国
大
会
で
４
，５
６
５
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
島
路
を
快
走

16
日　

ア
ー
ト
小
豆
島
・
豊
島

２
０
１
４
開
幕

５
月
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１
日　

中
山
千
枚
田
オ
ー
ナ
ー

制
度
始
動

３
日　

小
豆
島
中
学
校
に
て
平

田
オ
リ
ザ
氏
に
よ
る
演
劇

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施

７
日　
ｅ
ｉ
（
旧
香
川
県
農
協

坂
手
出
張
所
）
に
た
だ
い
ま

文
庫
開
設

14
日　

花
井
裕
一
郎
氏
が
町
立

図
書
館
の
名
誉
館
長
に
就
任

15
日　

小
豆
島
中
学
校
で
初
と

な
る
体
育
祭
「
島
（
ア
イ
ラ

ン
ド
）
カ
ッ
プ
」
を
実
施

23
日　

第
42
回
壺
井
栄
賞
授
賞

式
で
笠
井
一い

っ

咲さ

（
安
田
小
）

く
ん
が
壺
井
栄
賞
に
輝
く

29
日　

第
26
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

小
豆
島
場
所
開
催
、
琴
勇
輝

関
が
帰
島
し
子
ど
も
た
ち
を

激
励

３
日　

小
豆
島
東
消
防
署
（
仮

称
）
起
工
式

７
日
〜
28
日　

町
内
各
地
で
敬

老
会
開
催
、
高
齢
者
訪
問
で

塩
田
町
長
が
お
年
寄
り
を
慰

問
14
日　

福
武
ハ
ウ
ス
に
て
「
ア

ジ
ア
ン
バ
ザ
ー
ル
」
を
開
催

26
日
〜
28
日　

第
11
回
世
界

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

に
小
豆
島
豊
栄
が
出
場

27
日　

二
十
四
の
瞳
映
画
村
シ

ネ
マ
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
完
成

披
露
会

２
日　

旧
二
生
幼
稚
園
に
障
害

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ソ
レ

イ
ユ
」
開
所

５
日　

中
山
地
区
で
虫
送
り

13
日　

小
豆
島
町
総
合
防
災
訓

練
実
施
（
二
生
地
区
）

26
日　

小
豆
島
中
央
病
院
起
工

式
27
日　

第
45
回
全
国
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
小
豆

島
オ
リ
ー
ブ
ク
ラ
ブ
が
出
場

１
日
〜
11
月
30
日　

オ
リ
ー
ブ

収
穫
祭
開
催

４
日　

大
型
客
船
「
に
っ
ぽ
ん

丸
」
寄
港

８
日　

ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん
、

ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
さ
ん
共
同
作

品
の
「A

N
GER from

 the 
Bottom

」
に
美
井
戸
神
社
が

完
成

３
日　

オ
リ
ー
ブ
公
園
に
て
荒

井
良
二
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
実
施

14
日　

県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
「
安
田
お
ど
り
」、
町
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
「
川
め

６
月

９
月

７
月

10
月

８
月

し
」
を
各
地
区
で
実
施

15
日　

第
34
回
小
豆
島
ま
つ
り

を
開
催　

約
２
０
０
０
発
の

花
火
が
島
の
夜
空
を
彩
る

23
日
〜
31
日　

瀬
戸
内
こ
ど
も

映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

　

１
４
開
催

10
日　

小
豆
島
中
学
校
生
徒
に

よ
る
「
小
豆
島
町
中
学
生
議

会
」
実
施

11
日
〜
16
日　

町
内
各
地
で
秋

祭
り

12
日　

春
日
神
社
に
中
山
農
村

歌
舞
伎
奉
納

20
日
、
21
日　

第
12
回
小
豆
島

オ
リ
ー
ブ
杯
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
開
催

20
日　

日
本
最
大
の
客
船
「
飛

鳥
Ⅱ
」
寄
港

３
日　

秋
の
叙
勲　

消
防
功
労

で
岡
覚
さ
ん
（
二
面
）、
中

小
企
業
振
興
功
労
で
小
比
賀

京
子
さ
ん
（
池
田
）
が
受
章

　

吉
本
新
喜
劇
小
豆
島
公
演

８
日
、
９
日　

小
豆
島
石
の
文

化
誕
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

29
日　

第
31
回
二
十
四
の
瞳
・

岬
の
分
教
場
絵
画
展
授
賞
式

６
日
、
７
日　

第
66
回
全
国
人

権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

14
日　

小
豆
島
中
学
校
陸
上
部

男
女
駅
伝
チ
ー
ム
が
全
国
大

会
出
場

21
日　

第
55
回
小
豆
島
駅
伝
競

走
大
会

11
月

12
月
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晴れの
栄誉

第55
回

第55
回

中継所通過予想時刻

小豆島駅伝競走大会開催に伴う小豆島駅伝競走大会開催に伴う

開催時間の変更および交通規制へのお願い開催時間の変更および交通規制へのお願い
　小豆島の冬の訪れを告げる伝統の小豆島駅伝を開催します。
　今大会は開催時間が大きく変更となっていますのでご注意ください。

＊日　時　12月21日㈰　8時30分スタート
＊コース　土庄町吉ヶ浦（安全モータース前）～小豆島町坂手（島バス車庫前）全８区間
＊距　離　18.85km
＊出場予定チーム　池田、二生、三都、西村、草壁、安田、苗羽、坂手、福田、
   　　　　　　　　土庄、淵崎、大鐸、北浦、四海、大部、豊島
　ランナーの安全確保・対向車との事故防止のため、今回の大会から、内海地区（坂手港）方面へ
向かう車輌のランナー追い越しは、事故防止上の観点から緊急車輌を除き全面禁止となります。
　また、コースには迂回路がありませんので、後続車輌の渋滞が予想されます。
　当日お急ぎの方は、ランナー通過時刻より早めに出るなどの措置をお願いします。

※通過予想時刻は、天候等によって多少前後することがあります。スタート直前の２～３分間は、安全モー
タース前が完全に通行禁止となりますので土庄港（フェリー、高速艇）をご利用される方はご注意ください！

中　　継　　所 通過予想時刻
スタート（安全モータース前） 8：30
1 富丘八幡大鳥居前 8：35 ～ 8：40
2 東蒲生バス停前 8：43 ～ 8：50
3 旧池田中学校前 8：50 ～ 8：58
4 丸山バス停前 8：56 ～ 9：07
5 オリーブナビ小豆島前 9：04 ～ 9：17
6 草壁桟橋前 9：12 ～ 9：28
7 炭山歯科医院前 9：20 ～ 9：38
ゴール（坂手車庫前） 9：30 ～ 9：50

今年も、沿道から駅伝ランナーたちに温かい声援をお願いします

　

岡
さ
ん
は
、
昭
和
28
年
に
旧

二
生
村
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、

昭
和
50
年
に
旧
池
田
町
消
防
団

分
団
長
、
昭
和
60
年
か
ら
は
、

団
長
と
し
て
施
設
の
整
備
拡
充

と
団
員
の
育
成
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
小
豆
地
区
消
防
連
合

会
会
長
、
香
川
県
消
防
協
会
理

事
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
長
き

に
わ
た
り
消
防
活
動
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
比
賀
さ
ん
は
、
昭
和
56
年

旧
池
田
町
商
工
会
婦
人
部
に
入

部
さ
れ
、
昭
和
58
年
に
副
部
長
、

昭
和
62
年
か
ら
現
在
ま
で
部
長

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
香
川
県
商
工
会
女
性

部
連
合
会
長
を
平
成
16
年
か
ら

現
在
ま
で
務
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合

会
副
会
長
も
歴
任
さ
れ
、
商
工

業
に
従
事
す
る
女
性
の
資
質
向

上
や
女
性
の
社
会
的
地
位
向
上

等
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
の
叙
勲

2014.1

叙
勲お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岡 　 　 覺さん（二面）小比賀京子さん（池田）

　

11
月
3
日
、
文
化
の
日
に
、
秋
の
叙
勲
受
賞
者
の
発
表
が
あ
り
、

消
防
功
労
で
岡
覚
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
、
中
小
企
業
振
興
功
労

で
小
比
賀
京
子
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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開 催 日　12月14日㈰　10時～14時
開催場所　香川県弁護士会館（高松市丸の内２－22）
相談体制　弁護士　　　２名
　　　　　司法書士　　２名
　　　　　相談員　　　４名
　　　　　受　付（県）２名
相談対象　相談者は、多重債務者本人とします。
　　　　　多重債務問題の解決には、問題を解決する本人の強い意思が必要であり、本人からの面

接相談となります。
相談内容　相談内容は、多重債務の整理などに限定し、より多くの多重債務者の相談に応じます。
定　　員　10人程度（先着順、電話予約が必要。申し込み状況によっては、増員有。）
申込方法　申込期間 11月20日㈭～12月10日㈬
　　　　　申 込 先　 ☎087－832－3175、087－832－3172
　　　　　担　　当　県危機管理総局くらし安全・安心課（受付時間 8：30 ～ 17：15）
　　　　　※事前に予約がなければ相談はお受けできませんので、ご注意ください。
主　　催　香川県、香川県弁護士会、香川県司法書士会、香川県多重債務者対策協議会

「香川県多重債務者無料相談会」「香川県多重債務者無料相談会」を開催します

　

11
月
15
日
、
綾
川
町
総
合
運

動
公
園
で
行
わ
れ
た
第
65
回
香

川
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で

小
豆
島
中
学
校
男
子
・
女
子
駅

伝
チ
ー
ム
が
ダ
ブ
ル
優
勝
を
果

た
し
、
12
月
14
日
に
山
口
県
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

女
子
の
レ
ー
ス
は
、
全
区
間

区
間
賞
と
い
う
圧
倒
的
な
展
開

で
優
勝
し
、
2
区
の
岡
田
紗
宝

さ
ん
が
区
間
新
記
録
を
達
成
し

ま
し
た
。

　

男
子
の
レ
ー
ス
は
、
3
区
か

ら
ト
ッ
プ
に
な
る
と
、
4
区

間
連
続
区
間
賞
の
走
り
で
優
勝

し
、
チ
ー
ム
記
録
で
大
会
新
記

録
を
達
成
し
ま
し
た
。

小
豆
島
中
学
校
駅
伝
チ
ー
ム

小
豆
島
中
学
校
駅
伝
チ
ー
ム

男
女
揃
っ
て
全
国
へ

男
女
揃
っ
て
全
国
へ
‼‼

女　
　

子

１区
（3.0km）

２区
（2.0km）

３区
（2.0km）

４区
（2.0km）

５区
（3.0km）

チーム
記　録

三木春奈
10.46⑴■

岡田紗宝
6.38⑴★

中西　愛
6.55⑴

竹上朱里
7.18⑴

藤田真由
11.24⑴ 43.01

男　
　

子

１区
（3.0km）

２区
（3.0km）

３区
（3.0km）

４区
（3.0km）

５区
（3.0km）

６区
（3.0km）

チーム
記　録

明田翔真
10.02⑵

福井謙二
10.02⑵

真砂拓冬
10.02⑴

森岡祐斗
10.29⑴

竹上世那
9.55⑴

向井悠介
9.28⑴■ 59.58★

　（　）内は区間順位　★は大会新記録　■は最優秀選手

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ
た

場
合

↓
税
務
課
職
員
に
よ
る
家
屋
評

価
の
実
施
が
必
要
で
す

○
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

取
り
壊
し
た
場
合

↓
『
家
屋
滅
失
届
』
の
提
出
が

必
要
で
す

　

そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
が
ま
だ

の
方
は
、税
務
課
資
産
税
係
（
☎

８
２
―
７
０
０
３
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

家
の
新
築
・
増
築
・

家
の
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
を
さ
れ
た

取
り
壊
し
を
さ
れ
た

場
合
に
は
連
絡
を
！

場
合
に
は
連
絡
を
！

男子駅伝チーム

女子駅伝チーム
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持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
三
つ

目
に
、
誰
も
が
納
得
で
き
る
喜

怒
哀
楽
の
教
訓
が
あ
る
こ
と
で

す
。
四
つ
目
は
、
肩
が
こ
ら
な

い
こ
と
で
す
。

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
目
的

の
ひ
と
つ
に
、「
お
年
寄
り
に

笑
顔
を
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

言
葉
に
は
、
深
い
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
人
々
が
持

つ
本
来
の
力
が
社
会
で
活
か
さ

れ
、
人
々
が
喜
怒
哀
楽
を
よ
き

も
の
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
が
、
こ
の
言
葉
に
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
吉
本
新
喜

劇
と
瀬
戸
芸
は
、
深
い
と
こ
ろ

で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
私
は
思

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
小
豆
島
公
演
で

し
た
。　
（
11
月
４
日
掲
載
分

か
ら
）

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
の
中
に
こ
ん
な
に
面
白
い

も
の
が
あ
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

吉
本
新
喜
劇
の
こ
と
で
す
。

　

4
年
前
に
小
豆
島
に
戻
り
、

思
い
が
け
な
い
こ
と
か
ら
吉
本

新
喜
劇
に
再
会
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
が
と

り
も
っ
た
縁
で
し
た
。

　

去
年
の
夏
、
吉
本
新
喜
劇
を

初
め
て
劇
場
で
見
て
、
も
う
最

初
か
ら
最
後
ま
で
笑
い
っ
ぱ
な

し
で
、
本
当
に
驚
い
た
の
で
す
。

こ
れ
は
本
当
に
面
白
い
。
テ
レ

ビ
の
画
面
を
通
し
て
で
は
な
く
、

本
物
の
吉
本
新
喜
劇
は
、
本
当

に
凄
い
と
。
役
者
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
動
き
、
セ
リ
フ
、
掛
け

合
い
、
そ
の
す
べ
て
が
面
白
い
。

　

な
ん
と
出
し
物
の
「
ト
ら
や

ん
の
大
冒
険
」
は
、
瀬
戸
芸
で
、

北
野
武
監
督
と
の
共
同
作
品

「A
NGER from

 the Bottom

」

を
出
展
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
さ
ん
の
原
作

で
し
た
。

　

あ
ま
り
に
面
白
か
っ
た
の
で
、

ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
さ
ん
と
吉
本
新

喜
劇
の
方
に
、
是
非
小
豆
島
で

公
演
を
と
、
そ
の
場
で
お
願
い

し
ま
し
た
。
そ
の
夢
が
、
今
回

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

実
現
し
ま
し
た
。

　

大
衆
芸
能
ほ
ど
厳
し
い
も
の

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
面
白
く

な
く
、
楽
し
め
な
け
れ
ば
、
大

衆
は
す
ぐ
見
離
し
て
し
ま
い
ま

す
。
常
に
、
創
意
工
夫
し
て
、

芸
を
磨
か
な
い
と
、
生
き
残
れ

な
い
厳
し
い
競
争
社
会
で
す
。

　

例
え
ば
、
今
回
出
演
さ
れ
た

池
乃
め
だ
か
さ
ん
は
、
新
喜
劇

に
入
っ
て
40
年
に
な
る
そ
う
で

す
。
40
年
間
人
気
を
保
つ
の
は

本
当
に
凄
い
と
し
か
い
い
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
物
で
な
け

れ
ば
こ
ん
な
に
長
く
人
気
は
続

き
ま
せ
ん
。

　

吉
本
新
喜
劇
が
面
白
い
理
由

は
何
で
し
ょ
う
。
一
つ
目
は
、

普
段
着
の
言
葉
で
話
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
誰
に
で
も
理
解

で
き
ま
す
。
二
つ
目
は
、
ひ
と

り
ひ
と
り
の
役
者
が
個
性
的

で
、
独
特
の
カ
タ
チ
、
カ
タ
を

　
『
抱
腹
絶
倒
の
「
吉
本
新
喜
劇
」』

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂
Vol.47

吉本新喜劇小豆島公演のようす

　

香
川
県
は
将
来
に
わ
た
っ
て

本
県
経
済
の
持
続
的
発
展
を
図

る
た
め
、
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
た
戦
略
的
な
産
業
振
興
の

指
針
と
し
て
、
昨
年
「
香
川
県

産
業
成
長
戦
略
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
戦
略
の
重
点
の
ひ

と
つ
と
し
て
「
オ
リ
ー
ブ
」
を

掲
げ
、
生
産
振
興
、
商
品
開
発
、

情
報
発
信
な
ど
各
分
野
が
総
合

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、

「
香
川
県
オ
リ
ー
ブ
産
業
強
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か

で
、
発
酵
食
品
研
究
所
は
「
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
高
品
質
化
」

と「
新
商
品
開
発
支
援
」を
担
っ

て
い
ま
す
。
オ
イ
ル
の
高
品
質

化
に
つ
い
て
は
、
小
豆
オ
リ
ー

ブ
研
究
所
と
と
も
に
交
配
樹
の

な
か
か
ら
本
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
に
な
り
え
る
新
た
な
系
統
の

掘
り
起
し
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
新
た
に
試
験
用
採
油

装
置
を
導
入
し
、
よ
り
高
品
質

な
オ
イ
ル
の
生
産
を
目
指
し
採

油
条
件
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
商
品
開
発
に
つ
い
て
は
、

オ
イ
ル
や
果
実
以
外
に
も
葉
や

採
油
時
に
排
出
さ
れ
る
果
汁
や

採
油
か
す
、
新
漬
け
の
渋
抜
き

液
、
剪
定
枝
な
ど
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
も
試
験
研
究
や
商
品

開
発
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
九
州
な
ど
日
本
各
地

で
オ
リ
ー
ブ
生
産
が
進
む
な
か

で
、
こ
れ
ま
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

で
あ
っ
た
オ
リ
ー
ブ
ブ
ラ
ン
ド

を
ト
ッ
プ
ワ
ン
と
し
て
維
持
・

強
化
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も

オ
リ
ー
ブ
産
業
の
発
展
の
た
め

の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　
　
　
　

環
境
技
術
会
議

　
『
香
川
県
オ
リ
ー
ブ
産
業
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
』

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
発
酵
食
品
研
究
所

主
席
研
究
員

柴　

崎　

博　

行
試験用オリーブ採油装置
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オ
リ
ー
ブ
で
健
康

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・・

長
寿
の
島
づ
く
り

長
寿
の
島
づ
く
り

　

私
た
ち
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
（
食
改
）
は
、
食
を
通
じ

て
「
オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・
長
寿

の
島
づ
く
り
」
事
業
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
各
公
民
館
や
い
ろ

い
ろ
な
団
体
と
連
携
し
て
、
み

な
さ
ん
に
少
し
で
も
オ
リ
ー

ブ
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、
ま
た
、
健
康
に
な
っ
て
も

ら
う
た
め
に
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

最
近
行
っ
た
行
事
で
は
、
オ

リ
ー
ブ
収
穫
祭
で
、
食
改
と
小

豆
島
高
校
の
生
徒
に
よ
る
試
食

会
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

健
康
づ
く
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

オ
ー
リ
ー
君
も
食
改
の
エ
プ
ロ

ン
を
つ
け
て
お
手
伝
い
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
「
地
元
の
も
の

を
使
お
う
」、「
野
菜
も
多
く
取

れ
た
方
が
い
い
よ
ね
」
な
ど
試

行
錯
誤
し
た
結
果
、
オ
リ
ー
ブ

と
キ
ノ
コ
の
か
き
ま
ぜ
と
讃
岐

夢
豚
の
豚
汁
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ど
き
ど
き
し
て
迎
え
た
当

日
、
晴
天
の
中
、
た
く
さ
ん
の

方
に
試
食
に
並
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
口
々
に「
お

い
し
か
っ
た
！
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
声
を
聴

い
て
、
も
っ
と
オ
リ
ー
ブ
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

オ
リ
ー
ブ
は
お
い
し
さ
と
健

康
を
兼
ね
備
え
た
地
域
の
大

切
な
資
源
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

オ
リ
ー
ブ
を
使
っ
た
料
理
を
幅

広
い
世
代
の
人
た
ち
に
発
信
し

て
、
健
康
な
町
づ
く
り
の
お
手

伝
い
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

　　『
オ
リ
ー
ブ
を
も
っ
と
身
近
に
』

　

池
田
老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
者
演
芸

大
会
に
は
、
毎
年
出
演
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
の
お
年

寄
り
と
は
、
毎
月
訪
問
し
た
り
、

遊
び
に
来
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
中
に
は
子

育
て
を
支
援
す
る
目
的
で
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
開
設
し
て
い

ま
す
。
家
庭
で
子
育
て
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
を
、
お
母
さ
ん
が
連

れ
て
遊
び
に
来
る
場
所
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
在
園
児
と
の
交
流
も

で
き
ま
す
し
、育
児
相
談
も
で
き
、

お
母
さ
ん
同
士
の
話
し
合
い
の
場

と
し
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
、
元
気
に
走
り
回
る
子
ど

も
た
ち
に
、
私
た
ち
大
人
も
癒
し

と
刺
激
と
日
々
の
生
活
の
力
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
未
来
あ
る
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
っ
て
い
く

た
め
に
、
楽
し
い
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

新たな

へ
向
け
て

まま
ちち
づづ
くく
りり

　
『
三
つ
子
の
魂
、
百
ま
で
』　

と

言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
三
歳

ま
で
に
性
格
の
基
礎
が
ほ
ぼ
固
ま

る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
生
育
環

境
は
そ
の
後
の
人
生
に
と
っ
て
、

と
て
も
大
切
な
時
期
で
す
。

　

人
の
成
長
に
お
い
て
、
生
ま
れ

て
か
ら
最
初
の
三
年
間
ほ
ど
急
成

長
す
る
時
期
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
一

番
大
切
な
時
期
に
関
わ
っ
て
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
は
、
毎
年
急
激
な
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
中
で
、
将
来
小
豆
島
を

担
っ
て
い
く
大
切
な
子
ど
も
た
ち

が
、
の
び
の
び
と
、
明
る
く
、
す

こ
や
か
に
成
長
し
て
い
く
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭

の
状
況
に
よ
っ
て
幼
稚
園
籍
の
子

ど
も
と
、保
育
所
籍
の
子
ど
も
が
、

常
に
１
０
０
人
か
ら
１
３
０
人
程

で
生
活
し
て
い
ま
す
。
０
歳
児
の

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
就
学
前
の
５
歳
児

ま
で
が
い
る
の
で
、
最
近
は
少
な

く
な
っ
た
兄
弟
・
姉
妹
関
係
を
セ

ン
タ
ー
の
中
で
経
験
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
い
子
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
見

て
可
愛
い
と
思
い
、
や
さ
し
く
世

話
を
し
て
あ
げ
ま
す
。
小
さ
い
子

は
、
あ
こ
が
れ
の
気
持
ち
で
大
き

い
子
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
に

根
付
い
た
施
設
と
い
う
こ
と
で
、

運
動
会
は
三
都
運
動
場
（
旧
三
都

小
学
校
）
で
、
生
活
発
表
会
は
イ

マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。
ま
た
、
彼
岸
花
を
見
る
の
は

中
山
で
、
蛍
の
幼
虫
放
流
も
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
秋
に
は
、

各
地
区
に
分
か
れ
太
鼓
台
を
担
い

で
元
気
よ
く
回
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
、
い
つ
も
ご
声

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
お
年
寄
り
と
の
交
流

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
秋
に
は

豊
寿
園
へ
お
邪
魔
し
ま
す
。

小
豆
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

平　

間　

久　

子

高校生との試食会準備のようす

「
元
気
に
育
て
、
子
ど
も
た
ち
！
」　

小
豆
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会 

副
会
長

吉　

元　

芳　

美
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「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す
！

後期高齢者医療保険からの大切なお知らせです！後期高齢者医療保険からの大切なお知らせです！
～医療機関等で支払う自己負担額の割合（１割もしくは３割）を

決める基準が変更となります～
　現在、後期高齢者の方が医療機関等で支払う自己負担額は、医療費の１割もしくは３割（現役並みの
所得の方）ですが、これは、後期高齢者医療の「負担区分判定基準」により決定しています。
　平成27年１月１日からは、「高齢者の医療の確保に関する法律施行令」の一部改正により、これまで
の後期高齢者医療の「負担区分判定基準」が下記のとおり変更となります。
　ご不明な点につきましては、健康づくり福祉課（☎82－7038）へお問い合わせください。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
も
し
く
は
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
、
そ
の

児
童
が
18
歳
に
な
っ
た
年
度
末

（
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未

満
）
ま
で
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
、※
公
的
年
金
を
受

給
す
る
方
は
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
26
年
12
月
以
降
は
、
年
金

額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低

い
方
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
今
回
の
見
直
し

に
よ
り
、
新
た
に
手
当
を
受
け

取
れ
る
場
合
お
よ
び
新
た
に
手

当
を
受
給
す
る
た
め
の
手
続
き

は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
公
的
年
金
：
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、

遺
族
補
償
な
ど

○
今
回
の
見
直
し
に
よ
り
新
た

に
手
当
を
受
け
取
れ
る
場
合

　
・
児
童
を
養
育
し
て
い
る
祖
父

母
な
ど
が
、
低
額
の
老
齢
年

金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

　
・
父
子
家
庭
で
、
児
童
が
低
額

の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受

給
し
て
い
る
場
合

　
・
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父

が
死
亡
し
、
児
童
が
低
額
の

遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給

し
て
い
る
場
合
な
ど

○
新
た
に
手
当
を
受
給
す
る
た

め
の
手
続
き

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す

○
支
給
開
始
日

　

手
当
は
、
申
請
の
翌
月
分
か

ら
支
給
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
が
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

の
う
ち
、
平
成
26
年
12
月
１
日

に
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
が
、
平
成
27
年
３
月
ま
で
に

申
請
し
た
場
合
は
、
平
成
26
年

12
月
分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら

※表中の太字部分が今回の改正により変更となります。

割
合 負 担 区 分 判 定 基 準（所得区分）

３
割
負
担

現
役
並
み
の
所
得
者

⑴　住民税課税所得が145万円以上の方
⑵　⑴の方と同一世帯の方

※後期高齢者医療制度の被保険者の方の収入の額によっては、申請により負担割合が１割になる
　場合もあります。

１　

割　

負　

担

一　
　
　

般

⑴　現役並みの所得者・住民税非課税世帯以外の方
⑵【平成27年１月１日以降】住民税課税所得が145万円以上であっても、次の①～③すべてに該
当する方およびその方と同一世帯の方

　①　昭和20年１月２日以降に生まれた方
　②　平成27年１月１日以降に被保険者となる方
　③　上記の①、②に該当する方とその同一世帯の被保険者の基礎控除後の総所得金額等の合計

額が210万円以下の方

住
民
税
非
課
税
世
帯

区分
Ⅱ 世帯の全員が住民税非課税である方（区分Ⅰ以外の方）

区分
Ⅰ

世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が０円、または、老齢福祉年金受給者（年
金所得は控除額を80万円として計算）



2014.129

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30 ～ 15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

温浴健康教室のご案内

日　程 送　　迎　　地　　区

12月４日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・西村・
草壁・安田

12月11日 馬木・苗羽・坂手・古江・堀越・田浦・
西村・草壁・安田

12月18日 神浦・蒲野・吉野・二面・室生
※送迎は、お電話で当日の午前11時までにお申し込みください。
※12月25日はお休みします。
申し込み先　健康づくり福祉課 国保係　☎82－7038

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

　
〈
水
ぼ
う
そ
う
に
つ
い
て
〉

内
海
病
院
小
児
科

山　

本　

真
由
美
先
生

強
い
病
気
で
、
10
日
か
ら
3
週

間
ほ
ど
の
潜
伏
期
の
あ
と
、
赤

い
ぶ
つ
ぶ
つ
や
水
を
持
っ
た
ぶ

つ
ぶ
つ
が
全
身
に
出
現
し
、
か

ゆ
み
が
あ
り
、
熱
が
出
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
た
い
て
い
の
お

子
さ
ん
は
、
治
療
し
な
く
て
も

数
日
か
ら
1
週
間
も
す
る
と
ぶ

つ
ぶ
つ
が
全
部
か
さ
ぶ
た
に
な

り
、自
然
に
治
る
病
気
で
す
が
、

中
に
は
肺
炎
、
髄
膜
炎
や
脳
炎

と
い
っ
た
合
併
症
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
1
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
や
成
人
で
は
よ
り

重
症
化
し
や
す
く
、
免
疫
機
能

が
低
下
し
て
い
る
人
で
は
、
生

命
の
危
険
が
伴
う
こ
と
も
あ
る

麻
疹
や
風
疹
同
様
、
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
率
が
上
が
っ
て
、
免
疫

を
持
つ
人
が
増
え
る
と
、
流
行

し
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
2
回
接
種
す
る
こ
と
で
、

ワ
ク
チ
ン
が
う
ま
く
つ
か
な
い
と

い
っ
た
可
能
性
も
低
く
す
る
こ

と
が
で
き
た
り
、
免
疫
を
さ
ら

に
強
め
て
感
染
を
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

水
ぼ
う
そ
う
は
、
感
染
力
の

　

10
月
か
ら
、
水
ぼ
う
そ
う
の

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
に
な
り

ま
し
た
。

　

水
ぼ
う
そ
う
は
、
こ
れ
ま
で

任
意
接
種
だ
っ
た
た
め
、
集
団

生
活
の
場
で
は
常
に
小
さ
な
流

行
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
か

か
っ
て
も
軽
い
し
、
予
防
接
種

を
し
て
も
か
か
る
こ
と
も
あ
る

し
・
・
・
と
軽
視
さ
れ
て
き
た

一
面
が
あ
り
ま
す
。
実
際
は
、

済生丸巡回診療は申し込みが済生丸巡回診療は申し込みが
必要になりました！必要になりました！

　平成27年１～２月に済生丸による『一般健診
および肺がん検診』を実施予定です。
　今年度より肺がん検診は、40歳以上の町民が
対象となり、自己負担金が必要になります。な
お、10～11月に町が実施した肺がん検診を受診
した方は受けることができません。受診を希望
される方は、12月10日㈬までに健康づくり福祉
課（☎82－7038）へお申し込みください。

実施予定日　１月７日㈬　橘漁港
　　　　　　１月14日㈬　堀越サノヤス前岸壁
　　　　　　２月19日㈭　田浦漁港

自己負担金　胸部レントゲン検査　400円
　　　　　　喀 痰 検 査　　　　　700円

　三都半島アートプロジェクトで進めていまし
た８ミリフィルムアーカイブ事業および８ミリ
フィルムの募集は、諸般の都合により終了させ
ていただくことになりました。
　ご協力いただきありがとうございました。
問い合わせ先　三都半島アートプロジェクト実
行委員会事務局（社会教育課内）☎82－7015

感
染
症
で
す
。
水
ぼ
う
そ
う
に

か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
妊
婦
さ

ん
が
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん

へ
の
影
響
も
心
配
で
す
。

　

こ
の
2
年
ほ
ど
で
、
水
痘
ワ

ク
チ
ン
も
、
麻
疹
や
風
疹
ワ
ク

チ
ン
と
同
様
、
2
回
接
種
が
勧

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
今
回
定
期
接
種
と
な
っ

て
、
無
料
で
受
け
ら
れ
る
対
象

者
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
機
会
に
母
子
手
帳
を
見
直

し
て
、
水
ぼ
う
そ
う
の
ワ
ク
チ

ン
も
2
回
目
の
接
種
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
ほ
か
の
ワ
ク
チ
ン

も
、
受
け
忘
れ
が
な
い
か
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

❖栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

88Kcal
　5.0ｇ
　4.6ｇ
73mg
　1.2ｇ

今年のテーマ　 ～塩分控えめレシピ～

（小豆島町食生活改善（小豆島町食生活改善
            推進協議会）            推進協議会）

元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！

❖材　料（４人分）

❖作り方

白菜
にんじん
ツナ缶

　　コンソメⒶ　　水
　　塩
　　こしょう

1/4カット
1本
80g

小さじ1
300cc
少々
少々

白菜の葉の部分はざく切り、芯の部分は１cmのそぎ
切りにする。にんじんは５mm幅の短冊に切る。ツ
ナ缶は汁を切っておく。
鍋にⒶを入れてスープを沸かし、①を加える。ひと
煮立ちしたら、弱火で10分程煮込み、塩、こしょう
で味をととのえる。

①

②

※野菜のだしとツナ缶のうまみで減塩！

白菜のスープ煮

{

三都半島アートプロジェクトで進めていまし
た８ミリフィルムア カイブ事業および８ミリ

８ミリフィルム募集終了のお知らせ８ミリフィルム募集終了のお知らせ
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温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加

　

地
球
を
包
ん
で
い
る
大
気
中

に
は
、主
な
成
分
で
あ
る
窒
素
、

酸
素
以
外
に
二
酸
化
炭
素
や
メ

タ
ン
に
代
表
さ
れ
る
微
量
の
温

室
効
果
ガ
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
太
陽
光
は
地
球
表
面
を
温

め
、
温
め
ら
れ
た
地
表
面
か
ら

は
熱
が
放
射
さ
れ
ま
す
が
、
温

室
効
果
ガ
ス
は
こ
の
放
射
熱
を

吸
収
し
て
大
気
を
温
め
、
地
球

の
気
温
を
生
物
が
暮
ら
し
や
す

い
温
度
に
保
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
私
た
ち
は
石
油
や
石

炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を
大
量
に

燃
焼
さ
せ
な
が
ら
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
化
石
燃

料
の
大
量
消
費
に
よ
り
、
大
気

中
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
主
に
二

酸
化
炭
素
）
の
濃
度
が
急
速
に

増
え
て
い
ま
す
。

地
球
規
模
の
悪
影
響

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
高

く
な
る
と
、
熱
の
吸
収
量
が
増

加
し
て
地
球
の
気
温
が
上
が
り

す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
十
世
紀
中
に
は
、
世
界
の

平
均
気
温
が
約
0.6
℃
上
昇
し
、

平
均
海
水
面
も
10
〜
20
㎝
上
昇

し
ま
し
た
。
ま
た
、
異
常
気
象

の
頻
発
や
生
態
系
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
、
地
球
規
模
で
の
悪

影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
し
、
限

ら
れ
た
資
源
を
将
来
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
も
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
方
や
社
会
の
仕
組
み
を
も
う

一
度
見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

地
球
温
暖
化
問
題
と
い
う
大

き
な
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
小
さ
い
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

多
く
の
人
々
の
意
思
が
結
集
さ

れ
れ
ば
地
球
規
模
の
大
き
な
力

に
も
な
る
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
世
帯
数

の
増
加
や
家
電
製
品
の
普
及
に

伴
い
年
々
増
加
し
続
け
て
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て

資
源
の
節
約
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
少
な
い
製
品
を
選
択
す
る

こ
と
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
大

幅
な
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

下
記
の
十
項
目
を
参
考
と
し

て
、
皆
さ
ん
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
削
減
と
地
球
温
暖
化
防

止
に
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

1212
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す

月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す

取 組 の 例 １世帯当たりの年間
二酸化炭素削減効果

１世帯当たりの
年間節約効果 こんな方法で削減を

1 冷房の温度を１℃高く、暖房の温度を１℃低く設定する 約31㎏／年 約2,000円／年
カーテンを利用して太陽光の入射を調整したり、着る
物を工夫することで、冷暖房器具に頼らないで過ごせ
る。冷暖房を始める時期も少し待ってみる。

２ 週２日往復８㎞の車の運転
をひかえる 約185㎏／年 約8,000円／年 通勤や買い物の際にバスや自転車を利用する。歩いた

り自転車を使う方が健康にも良い。

３ １日5分間のアイドリングストップを行う 約39㎏／年 約2,000円／年 駐車や長時間停車するときはエンジンを切る。大気汚
染物質の排出削減にも寄与する。

４ テレビなどの待機電力を90％
削減する 約87㎏／年 約6,000円／年 主電源を切る。長時間使わないときはコンセントを抜

く。買い換えのときは待機電力の少ない製品を選ぶ。

５ シャワーの使用を１日１分家
族全員が減らす 約65㎏／年 約4,000円／年 身体を洗っている間、お湯を流したままにしないよう

にする。

６ 風呂の残り湯を洗濯に使いま
わす 約17㎏／年 約5,000円／年

洗濯や庭の水やりのほか、トイレの水に使っている人
もいる。残り湯利用のために市販されているポンプを
使うと便利である。

７ 炊飯器の保温を止める 約31㎏／年 約2,000円／年
ポットやジャーの保温は利用時間が長いため、多くの
電気を消費する。ごはんは、電子レンジで温めなおす
ほうが電力消費が少なくなる。

８ 家族が同じ部屋で団らんし、暖
房や照明の利用を２割減らす 約240㎏／年 約11,000円／年 家族が別々の部屋で過ごすと、暖房も照明も余計に必

要になる。

９ 買い物袋を持ち歩き、簡易包
装の野菜などを選ぶ 約58㎏／年 － トレーやラップは家に帰ればすぐにごみになる。買い

物袋を持参すればレジ袋を減らすこともできる

10 テレビ番組を選び、１日１時間テレビ利用を減らす 約13㎏／年 約1,000円／年 見たい番組だけ選んで見るようにする

太
陽
光
発
電
設
備
設
置

太
陽
光
発
電
設
備
設
置

補
助
金
の
お
知
ら
せ

補
助
金
の
お
知
ら
せ

　

小
豆
島
町
で
は
、
町
内
の
住

宅
（
事
務
所
・
店
舗
兼
用
住
宅

を
含
む
）
に
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方
（
法

人
は
除
く
）、
ま
た
は
町
内
で

太
陽
光
発
電
設
備
付
建
売
住
宅

を
購
入
し
よ
う
と
す
る
方
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

補
助
金
の
額
は
、
設
置
す
る

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
値
に
4

万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、

上
限
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
16
万
円
）

ま
で
補
助
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
香
川
県
が
実
施
す

る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
導

入
促
進
事
業
補
助
金
の
支
給
が

決
定
し
た
方
に
限
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
平
成
27
年
1
月
30
日

ま
で
に
、
香
川
県
の
補
助
金
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
事
業
内
容
お
よ
び
手

続
き
方
法
に
つ
い
て
は
、
環
境

衛
生
課
・
太
陽
光
発
電
補
助
金

担
当
（
☎
８
２
―
７
０
０
８
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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神坐す山の物語　
キャロリング
自　　覚
奇跡の人
怪しい店
親　　鸞　完結篇　上・下
冥の水底
死に支度
みなそこ
サラバ！　上・下
売　　国
死呪の島
女　　王
京　　都
名刺ゲーム
もののふ莫迦
いとの森の家
途中下車
香川「地理・地名・地図」の謎
負けてたまるか！
デジタル一眼レフカメラと写真の教科書
ひつじ年のゆる文字年賀状
手帳活用パーフェクトBOOK
オリーブオイル・ガイドブック
レシピがギュッと鍋キューブ本
大人気！クックパッドの離乳食

浅 田 次 郎
有 川　　 浩
今 野　　 敏
原 田 マ ハ
有栖川　有　栖
五 木 寛 之
朱 川 湊 人
瀬戸内　寂　聴
中 脇 初 枝
西　　　加奈子
真 山　　 仁
雪　富　千晶紀
連　城　三紀彦
黒 川　　 創
鈴　木　おさむ
中 路 啓 太
東　　 直 子
北 村　　 森
北　山　健一郎
中 村 修 二
内 山　　 晟
宇田川　一　美
ＪＡＭＡ手帳研究会
長 友 姫 世
味の素株式会社
太　田　百合子

（幼児向き）
ぼくつかまらないもん！
どうぶつたいじゅうそくてい
てぶくろ
はじめてのクリスマス
七五三すくすくおいわいの日！

（児童向き）
犬をかうまえに
空色ハーブのふしぎなききめ
あしたあさってしあさって
華麗なる探偵アリス&ペンギン２
先生、しゅくだいわすれました

（ティーンズ向き）
僕は小説が書けない
マララ

オリーブギャラリー12月の展示（オリーブナビ小豆島2階）
　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

　展示時間　9：00～ 17：00　※12月28日㈰～30日㈫は休館日です。

展　示　期　間 展　示　内　容
12月2日㈫～12月21日㈰ 小豆島写真研究会　作品展
12月22日㈪～1月6日㈫ 食 育 絵 手 紙 展

日
時　

12
月
６
日
㈯13

時
〜
16
時

　
　
　

12
月
７
日
㈰９

時
〜
16
時

場
所　

二
生
公
民
館
・
講
堂

内
容　

　
・
文
化
展
示
会

　
・
童
謡
教
室　

12
月
7
日
㈰

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜

※
童
謡
教
室
は
ど
な
た
で
も
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。

二
生
公
民
館
文
化
発
表
会

二
生
公
民
館
文
化
発
表
会

開
催
の
お
知
ら
せ

開
催
の
お
知
ら
せ

広報文芸

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

歌壇　小豆島
十月例会　詠草

Ｂ
Ｓ
の
テ
レ
ビ
で
見
た
り
韓
流
の
時
代
劇
に
て
八
咫
烏
の
旗
を　
　
　
　
　
　
　

堀
内　

実
雄

こ
ぞ
買
ひ
て
仕
舞
い
し
ま
ま
の
秋
の
服
あ
れ
こ
れ
出
し
て
お
洒
落
楽
し
む　
　
　

伝
宝
千
鶴
子

ア
ル
ミ
缶
猪
の
威
し
に
役
立
つ
か　

音
と
光
に
願
ひ
を
籠
め
る　
　
　
　
　
　
　

八
木　

勝
子

墓
参
な
す
我
を
待
つ
ご
と
赤
ト
ン
ボ
同
じ
処
に
留
ま
り
見
て
ゐ
る　
　
　
　
　
　

山
元　

露
子

煙
草
屋
の
看
板
娘
九
十
才
日
が
な
一
日
窓
口
に
座
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木　

慶
子

身
巡
り
の
変
化
を
よ
そ
に
秋
晴
れ
て
地
球
の
自
転
早
く
過
ぎ
る
よ　
　
　
　
　
　

立
住
喜
代
子

足
早
に
秋
降
る
よ
う
な
音
見
え
て
柿
の
紅
葉
葉
風
に
舞
ひ
落
つ　
　
　
　
　
　
　

森　

フ
サ
子

ワ
イ
パ
ー
の
弧
を
描
き
つ
つ
き
ぞ
の
夢　

杞
人
の
憂
と
拭
き
消
さ
れ
た
り　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

今月のロビー展

クリスマスおたのしみ会

映画会のお知らせ

行 事 名 日　　　　　　時 対　象
論語を読む会
にこにこおはなし会
クリスマスおたのしみ会
古文書講座
紫式部日記を読む会
おはなしひとみ会
読書会

6日 ㈯　
7日 ㈰　
14日 ㈰　
20日 ㈯　
20日 ㈯　
21日 ㈰　
21日 ㈰　

10：00～12：00
14：00～14：30
14：00～16：30
10：00～12：00
14：00～16：00
14：00～14：30
14：00～16：00

一　　　般
幼 ・ 児 童
幼 ・ 児 童
一　　　般
一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般

大人向け　「ゆく年・くる年」おすすめ図書展　　　 12月28日㈰まで
こども向け　「クリスマスをたのしもう！」図書展　12月28日㈰まで

12月14日㈰14時から図書館で「クリスマスおたのしみ会」を行います。
クリスマスソングを歌ったり、ゲームをしたり、おはなし会などを行います。小
さなお子さんから、大人の方まで、ぜひ遊びに来てください！お待ちしています！

図書館で映画を上映します。懐かしの名作映画などを上映予定です。
12月27日㈯　14時から（大人向け）　「E.T.」
12月28日㈰　14時から（子供向け）　「となりのトトロ」
無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。

12月の行事予定

小豆島句会

車
椅
子
押
さ
れ
て
巡
る
里
祭　
　
　
　
　
　

真
砂　

松
韻

青
空
へ
幟
の
技
を
里
祭　
　
　
　
　
　
　
　

浜
口　
　

勇

背
伸
び
し
て
手
を
天
空
に
オ
リ
ー
ブ
摘
む　

八
木　

知
之

山
門
を
額
縁
に
し
て
夕
紅
葉　
　
　
　
　
　

三
枝　

断
水

診
察
の
後
の
沈
黙
そ
ぞ
ろ
寒　
　
　
　
　
　

田
中　

雅
文

玉
入
れ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
若
や
ぎ
て　
　
　

藤
本　

忠
成

千
年
の
大
師
を
し
の
ぶ
島
の
秋　
　
　
　
　

河
合　

一
訓

幼
ら
の
声
突
き
抜
け
て
秋
高
し　
　
　
　
　

三
枝　

菊
雨

太
鼓
台
ど
ん
と
傾
く
秋
日
濃
し　
　
　
　
　

清
水　

星
凜

天
高
し
青
空
揺
ら
す
幟
差　
　
　
　
　
　
　

中
塚　

元
三
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人
権
啓
発
作
品
展
示
の
お
知
ら
せ

人
権
啓
発
作
品
展
示
の
お
知
ら
せ

　

町
内
の
各
学
校
で
は
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
児
童
・

生
徒
の
創
作
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
・
書
写
・
標
語
や
総
合
学
習
を
通

し
て
広
く
人
権
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
人
権
作
品
の
展
示
を
下
記
の
日
程
で
行

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
豆
島
中
学
校　

生
徒
の
作
品

◎
小
豆
島
高
校
人
権
研
究
委
員

会
に
よ
る
研
究
の
成
果

　
「
人
権
尊
重
の
町
づ
く
り
」

期　

間　

12
月
４
日
㈭〜

９
日
㈫

◎
小
豆
島
中
学
校
の
人
権
作
品

展
示

期　

間　

12
月
11
日
㈭〜

16
日
㈫

◎
小
豆
島
町
内
小
学
校
の
人
権

作
品
展
示

期　

間　

12
月
18
日
㈭〜

23
日
㈫

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
２
階

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
２
階

　
　
　
　
　

情
報
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

情
報
プ
ラ
ザ

２年　真砂　春花

２年　八木　鴻志

２年　濵口　湖糸

２年　山本　莉安

３年　岡本花奈乃

３年　山神梨々香

１年　岡本　瑞稀

２年　宇野日菜子

　

12
月
６
・
７
日
に
、
第
66
回

全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大

会
が
香
川
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

小
豆
島
で
も
小
豆
島
町
・
土
庄

町
計
６
会
場
で
分
科
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
公
益
社
団
法
人

全
国
人
権
教
育
研
究
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 ●

第
●
第
6666
回
全
国
人
権
・
同

回
全
国
人
権
・
同

　

和
教
育
研
究
大
会
の
開

　

和
教
育
研
究
大
会
の
開

　

催
に
つ
い
て

　

催
に
つ
い
て

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

今
な
お
部
落
差
別
を
は
じ
め
と

す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
や
差

別
が
根
強
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

「
た
く
さ
ん
友
達
が
ほ
し
い
」、

「
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
に
つ
き

た
い
」、「
好
き
な
人
と
結
婚
し

た
い
」、「
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ

で
生
活
し
た
い
」
な
ど
、
こ
の

よ
う
な
思
い
は
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
持
っ
て
い
る
人
間
と
し
て

当
然
の
願
い
で
あ
り
、
だ
れ
も

が
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利

で
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
、
人

権
の
擁
護
に
向
け
、
小
豆
島
町

で
は
「
人
権
尊
重
の
町
宣
言
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
に
併
せ
て
、
小
豆

島
町
民
と
し
て
身
近
な
人
権
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
対
策
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
１

し
あ
わ
せ
づ
く
り
の
た
め
の

人
権
教
育

人
権
尊
重
の
町
宣
言

「人権尊重の町宣言」
（平成19年６月21日決議）

　すべての人間は、生まれながらに
して自由であり、かつ尊厳と権利に
ついて平等である。
　小豆島町民は、基本的人権の享有
を保障する日本国憲法の理念にのっ
とり、町民一人ひとりがお互いを理
解し、人権意識の高揚に務め、人が
人に差別されない、人が人を差別し
ない社会の実現を希求する。
　ここに、あらゆる差別の撤廃と人
権の確立を誓い、本町を「人権尊重
の町」とすることを宣言する。

小豆島町

12月４日から10日は「人権週間」です。
みんなで築こう人権の世紀　～考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心～
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オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

造林用苗木を斡旋します造林用苗木を斡旋します
　森林組合では、造林用の苗木（ひのき・杉・
くぬぎなど）を斡旋します。
　苗木の必要な方は、造林しようとする土地の
字名、地番、地目、所有者氏名、希望する樹種、
数量を確認のうえ、お申し込みください。
申込期限  12月19日㈮
申し込み・問い合わせ先　小豆島町森林組合事
務局（農林水産課内）  ☎75－1900

オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

①
収
穫
が
終
わ
っ
た
園
地
を
今

一
度
見
回
り
、
果
実
の
摘
み

残
し
が
な
い
か
確
認
し
ま
し

　

ょ
う
。
樹
上
に
放
置
す
る
と

樹
が
傷
み
、
翌
年
以
降
の
安

定
生
産
に
影
響
し
ま
す
。
特

に
、
炭
疽
病
の
果
実
を
残
し

た
ま
ま
に
す
る
と
、
来
年
の

感
染
源
に
な
る
の
で
、
必
ず

地
面
に
落
と
す
な
ど
し
て
処

分
し
ま
し
ょ
う
。

②
今
年
一
年
の
総
括
を
兼
ね
、

来
年
に
向
け
た
園
地
計
画
を

立
て
ま
し
ょ
う
。

○
将
来
の
樹
の
密
度
が
、
10
ａ

当
た
り
50
本
程
度
に
な
る
よ

う
間
伐
の
検
討

○
獣
害
防
護
柵
に
破
れ
や
隙
間

が
な
い
か

○
支
柱
を
結
束
し
て
い
る
紐
が
、

　

幹
に
く
い
込
ん
で
い
な
い
か

○
園
地
を
日
陰
に
し
て
い
る
樹

木
の
伐
採

③
収
穫
に
使
用
し
た
収
穫
袋
や

コ
ン
テ
ナ
は
、
洗
浄
し
て
片

付
け
ま
し
ょ
う
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
豆
島
オ
リ
ー

ブ
協
会
で
は
、
香
川
県
内
産
の

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
品
質
向
上

を
目
的
に
「
第
7
回
香
川
県
オ

リ
ー
ブ
品
評
会
（
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
部
門
）」
の
出
品
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

【
出
品
要
件
】　

　

香
川
県
内
で
収
穫
し
た
オ

リ
ー
ブ
の
果
実
の
み
を
原
料
と

し
て
、
県
内
で
採
油
さ
れ
た
食

用
エ
ク
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
、
販
売
を
目

的
と
し
て
製
造
さ
れ
た
製
品
に

限
り
ま
す
。

　

な
お
、
出
品
数
は
、
１
出
品

者
に
つ
き
１
品
と
し
ま
す
。

【
審
査
方
法
】　

一
次
審
査
：
化
学
検
査
に
よ
る

規
格
を
満
た
し
て
い
る
か
の

チ
ェ
ッ
ク

二
次
審
査
：
一
次
審
査
を
通
過

し
た
製
品
の
審
査
員
に
よ
る

官
能
検
査

【
表　
　

彰
】 

　

二
次
審
査
に
よ
る
得
点
に
よ

っ
て
受
賞
者
を
決
定
し
、
3
月

中
旬
に
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】　

　

12
月
1
日
㈪
〜
26
日
㈮

　

申
込
書
に
よ
る
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
募
集
要
項
を
確
認

の
う
え
、
期
間
内
に
オ
リ
ー
ブ

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
募
集
要
項
・
申
込
書
は
、
オ

リ
ー
ブ
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
豆
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。）

※
応
募
製
品
の
出
品
は
平
成
27

年
１
月
5
日
㈪
〜
9
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

オ
リ
ー
ブ
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
８

第第
77
回
香
川
県
オ
リ
ー
ブ
品
評
会

回
香
川
県
オ
リ
ー
ブ
品
評
会

（
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
部
門
）出
品
者
募
集

（
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
部
門
）出
品
者
募
集

男
女
共
同
参
画
推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た

男
女
共
同
参
画
推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た

　

小
豆
島
町
で
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
目
的
に
人
権
対
策
課
内
に
男
女

共
同
参
画
推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
意
識
の
改
革

　

・
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た

　
　

社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
・
意
識
改
革

　

・
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
、

　
　

多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
教
育
・
学
習
の
充
実

●
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

・
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
促
進

　

・
男
女
の
職
業
生
活
と
家
庭
・
地
域
生
活
の
両
立
支
援

　
　
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

　

・
雇
用
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
と
待
遇
の
確
立

●
人
権
の
尊
重

　

・
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
条
件
の
整
備

　

・
女
性
へ
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

　

仕
事
・
家
庭
・
地
域
生
活
な
ど
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る

人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
男
女
共
同
参
画
推
進
室
職
員

　

室　

長　
　

平
野
明
子

　

主
任
主
事　

谷
川　

潤

●
問
い
合
わ
せ
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

　
（
人
権
対
策
課
内
）

　

☎
８
２
―
７
０
１
１

女
性
の
社
会
参
画
を
推
進
し
、

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。



皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎75－1800
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豆島の石の文化の誕生に迫る

業への取り組みが評価されて

小豆島石の文化誕生シンポジウム開催

東條地域農業集団が農林水産大臣賞を受賞

　11月8・9日、福田体育館（福武ハウス）など
を会場に小豆島石の文化誕生シンポジウムが開催
されました。
　8日のクルージングでは、内海湾内に位置する「弁
天島古墳群」、土庄町小江地区から北東１kmほど
の海上にあり、黒田家の採石場跡と考えられる「大
坂城千振石切丁場」、コアストーンが特徴的な「大
坂城残石亀崎丁場」、石材輸送時の積み替え場とし
て考えられる「水ノ子岩」を見学、それぞれの専
門家から説明を受け、海の上から文化遺産を見学
しました。
　9日午前のジオサイト探訪では、大坂城残石豆腐

　このたび、平成26年度豊かなむらづくり全国表
彰事業において、東條地域農業集団（代表　古川
安則氏）が農林水産大臣賞を受賞しました。
　この表彰は、農林漁業の振興を核として、生活
環境の改善や地域文化の継承等に地域ぐるみで取
り組んでいる活力ある集団などを対象に表彰され
るもので、ブランド米づくりなどを通じて地域の
農業環境を守っている点などが評価されての受賞
となりました。

小

農

石丁場と八人石丁場の２か所のジオポイントを見
学し、最後に、現役石工さんによる石割の実演が行
われました。
　午後のシンポジウムでは、津村宏臣 同志社大学
文化遺産情報科学研究センター長・渡邊俊介 同セ
ンター研究員・石野博信 兵庫県立考古博物館長・
朽津信明 東京文化財研究所保存修復科学センター
修復材料研究室長・川宿田好見 小豆島町「世界遺
産化」対策室学術専門員の基調講演や津村宏臣氏
がコーディネーターで、６名のパネリストとコメ
ンテーターによるフリーディスカッションが行わ
れるなど、小豆島町の石の文化の誕生と未来を考
える機会となりました。

　東條地域農業集団は1983年に発足し、現在60
名ほどで活動しており、小学生や幼稚園児を対象
に、田植え・稲刈り・脱穀体験、案山子作りコン
テスト、農業に関する絵画コンテストなどの活動
を実施しています。
　また、農業交流施設「ファームステーション安
田の郷」を建設し、産直交流市場や収穫祭などを
開催するなど、地域の活性化に寄与しています。



2014.1215

く
ら
し
の
情
報

操
作
が
で
き
る
方

募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈪
〜

平
成
27
年
１
月
９
日
㈮

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場
総
務
課

　

☎
７
５
―
１
７
０
０

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所

　

平
成
27
年
１
月
９
日
㈮

　
（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

平
成
27
年
4
月
1
日
採
用
の

内
海
病
院
に
勤
務
す
る
職
員
を

予
定
人
数
に
達
す
る
ま
で
継
続

し
て
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
薬
剤
師　
　
　
　

１
名
程
度

　

昭
和
44
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
薬
剤
師
免
許

取
得
者
ま
た
は
平
成
27
年
に
実

施
さ
れ
る
資
格
試
験
に
合
格
す

る
見
込
み
の
あ
る
方

募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈪
〜

　

平
成
27
年
３
月
６
日
㈮

応
募
用
紙
の
請
求

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所

　

平
成
27
年
１
月
９
日
㈮

　
（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
勤

務
す
る
臨
時
職
員
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
臨
時
事
務
員
（
庁
舎
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　

４
名
程
度

　

昭
和
30
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
エ
ク
セ
ル
、

ワ
ー
ド
な
ど
の
基
本
操
作
が
で

き
る
方

②
臨
時
保
育
士　
　

1
名
程
度

　

昭
和
30
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
資
格

を
有
す
る
方
ま
た
は
採
用
日
ま

で
に
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み

の
あ
る
方

③
臨
時
事
務
員
（
庁
舎
、
身
体

　

障
害
者
対
象
）　

1
名
程
度

　

昭
和
30
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
エ

ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
な
ど
の
基
本

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
小

豆
島
町
に
勤
務
す
る
職
員
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
言
語
聴
覚
士　
　

１
名
程
度

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
言
語
聴
覚
士

免
許
取
得
者
ま
た
は
採
用
日
ま

で
に
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み

の
あ
る
方

②
保
健
師　
　
　
　

１
名
程
度

　

平
成
2
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
免
許

取
得
者
ま
た
は
採
用
日
ま
で
に

資
格
を
取
得
す
る
見
込
み
の
あ

る
方

募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈪
〜

平
成
27
年
１
月
９
日
㈮

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場
総
務
課

　

☎
７
５
―
１
７
０
０

　

小
豆
島
町
役
場
総
務
課

　

☎
７
５
―
１
７
０
０

　

内
海
病
院

　

☎
８
２
―
２
１
２
２

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所

　

平
成
27
年
1
月
9
日
㈮

　
（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

入
学
定
員　

15
名

修
業
年
限　

2
年

受
験
資
格

①
高
等
学
校
以
上
卒
業
者
（
卒

業
見
込
み
を
含
む
）

②
中
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

み
を
含
む
）

試
験
日

　

平
成
27
年
1
月
22
日
㈭

　

10
時
〜

試
験
場
所　

小
豆
島
准
看
護
学

院
（
内
海
病
院
北
隣
3
階
建

て
の
建
物
）

試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、
面
接

受
験
料　

１
０
，０
０
０
円

願
書
受
付
期
間

　

平
成
27
年
１
月
９
日
㈮
〜

16
日
㈮　

17
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

小
豆
郡
医
師

会
立
小
豆
島
准
看
護
学
院

　

☎
・
蕭
８
２
―
０
４
９
８

December
12月

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

募
集

R
ecru
itm
en
t

小
豆
島
町
職
員
募
集

小
豆
島
町
臨
時
職
員
募
集

内
海
病
院
職
員
募
集

小
豆
島
准
看
護
学
院
生
徒
募
集

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
４
出
場
結
果

４
１
７
位
（
エ
ン
ト
リ
ー
数
１
６
９
９
）

これからも、仲良くしてほしいんだもんね。
みんなもオーリーと一緒に健康づくりに取
り組むんだもんね。
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・「
ク
リ
ス
マ
ス
テ
ー
ブ
ル
ア

レ
ン
ジ
」

日
時　

12
月
6
日
㈯　

10
時
〜

費
用　

２
，５
０
０
円
（
材
料

費
・
花
器
代
込
）

申
込
締
切　

11
月
29
日
㈯

　・「
お
正
月
ア
レ
ン
ジ
」

日
時　

12
月
27
日
㈯　

10
時
〜

費
用　

２
，８
０
０
円
（
材
料

費
・
花
器
代
込
）

申
込
締
切　

12
月
20
日
㈯

講
師　

立
花
知
佐
氏

場
所　

働
く
婦
人
の
家

定
員　

各
15
名

準
備
物　

花
切
バ
サ
ミ
、
タ
オ

ル
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
し
込
み
先　

働
く
婦
人
の
家

　

☎
８
２
―
０
４
１
０

日
時
・
場
所

　
・
12
月
12
日
㈮　

10
時
〜
15
時

　

内
海
庁
舎　

第
１
会
議
室

　
・
12
月
17
日
㈬　

10
時
〜
15
時

　

池
田
庁
舎　

第
3
会
議
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度

第
1
学
期
（
4
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
は
3
月
20
日
㈮
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学

香
川
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８

７
―
８
３
７
―
９
８
７
７
）
ま

で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

講
座
内
容　

ヨ
ー
ガ
Ⅰ

練
習
日　

毎
週
金
曜
日　

　

13
時
20
分
〜
14
時
50
分

講
師　

炭
山
和
代
氏

会
費　

1
回
５
０
０
円
〜

１
，０
０
０
円

※
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

働
く
婦
人
の
家（
☎
８
２
―
０
４
１

０
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

込
通
知
書
な
ど
の
他
、
運
転

免
許
証
等
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
で
き
る
物
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が

来
ら
れ
る
際
に
は
、
委
任
状

お
よ
び
依
頼
を
受
け
た
ご
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係　
　

☎
８
２
―
７
０
０
５

日
時　

12
月
17
日
㈬

　
　
　

11
時
30
分
〜
15
時

場
所　

小
豆
総
合
事
務
所　

　
　
　

東
館
2
階
会
議
室

対
象　

15
〜
39
歳
ま
で
の
本
人

ま
た
は
そ
の
家
族

内
容　

就
職
の
個
別
相
談
・
応

募
書
類
の
確
認
な
ど

担
当　

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
員

※
当
日
参
加
も
可
で
す
が
、
事

前
予
約
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
８
７
―
８
１
１
―

５
３
８
８

※
土
日
祝
日
は
休
館
。

放
送
大
学
4
月
生
募
集

働
く
婦
人
の
家
定
期
講
座
募
集

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
教
室

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
小
豆
島
出
張
相
談
会

相
談

A
d
v
ice

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

もし、イノシシに出会ったら！もし、イノシシに出会ったら！
　最近、イノシシの出没情報が多くなっています。猟友会が捕獲を行っていますが、遭遇するケー
スも増えています。イノシシは臆病な性格ですが、場合によっては人を襲うことがありますので、
十分注意してください。

問い合わせ先　農林水産課　☎7 5－ 1 9 0 0

　遭遇しても、ほとんどの場合はそのまま逃げていきますが、子育て中のイノシシは子どもを守る
ため興奮しやすくなっていますので、不意に出会ってしまったら、あせらず、ゆっくりとその場を
離れてください。また、犬を連れていると、犬と飼い主を敵として判断し、襲ってくる可能性があ
ります。
　もし、不意にイノシシに襲われそうになった場合には、できるだけ高い場所か塀などの中に隠れ
ましょう。犬を連れている場合は、リードを手放して犬と分かれて避難しましょう。

イノシシに襲われないための３原則
１）何もせずに放っておきましょう
２）ゆっくりと後退し、静かにその場を離れるか、物陰に隠れましょう
３）決して威嚇したり、追い払ったりしないようにしましょう
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毎月19日は「食育の日」朝ごはん大好き 野菜大好き 小豆っ子

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめとした瀬戸内の島々
の魅力をお伝えしています。12月は「冬の小豆島ふるさと村」、「国民宿舎小
豆島の冬プラン」、「美井戸神社」、「いよいよオリーブオイルの季節です」、「オ
リーブオイルを食べる！」などの話題をお届けする予定です。
※放送内容は、変更になる場合があります。

　流行歌第17回芸術祭参加作品　旅情歌「小豆島」などを収録したＣ
Ｄを配布しています。ご希望の方は企画財政課（☎75－1800）まで
ご連絡ください。

　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）
では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　　　　周波数78.6MHz 毎週火曜日 8：25～8：30

　納期月の末日が納期限です
　　（土・日・祝・金融機関休業日と重なる場合はその翌営業日）

納期限税　目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月
町 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期
軽 自 動 車 税 全期
国民健康保険税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期
後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期

2日 火 いこいの場　　　　10：00～12：00　　　　 内海福祉会館

3日 水 特設人権相談所　　10：00～15：00　　　　 内海福祉会館

4日 木 3歳児健診　　　　 13：00～15：15受付

　（対象児：平成23年2月20日～5月19日生まれ）

　　　　　　　　　　　　　　　イマージュセンター

こころの悩み相談　14：30～16：10　小豆総合事務所 東館1階デイケア室

9日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　内海庁舎1階　第1相談室

10日 水 胃がん検診　　　　　8：30～10：30受付　　 内海福祉会館

14日 日 胃がん検診　　　　　8：30～10：30受付　池田保健センター

15日 月 行政相談　　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階 保健指導室

17日 水 行政相談　　　　　13：30～16：00　内海庁舎1階　第1相談室

19日 金 すくすくルーム　　10：00～10：15受付

　（対象児：平成26年10月生まれ）　 イマージュセンター

ベビーサロン　　　10：00～12：00
}

町内の
【10月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 2 46 52
負 傷 者 2 55 67
死 亡 者 0 2 0

火　　災 1 10 8
救　　急 54 498 580

（敬称略）寄　付みなさんからの

お買い物は
地元商店を
使いましょう

敬称略）

　▷中山　裕之（千葉県千葉市）
　▷阿部　洋子（静岡県浜松市）
　▷マット　デイビット（東京都北区）
　▷小林　房江（大阪府寝屋川市）
　▷青栁亜寿嘉（東京都目黒区）
　▷尾崎　　洋（東京都新宿区）

ふるさと納税（寄付）

リサイクル情報
（10・11月受付分）

【譲ります】

【求めます】

ウエディングドレス　白色　9号
カクテルドレス　オレンジ色　9号
カクテルドレス　　　黄色　9号

苗羽小学校制服　　　男の子用
苗羽小学校体操服　　男の子用
草壁保育園体操ズボン
掃除機
防湿庫
地デジチューナー
ダンベル
扇風機
石油ストーブ
ファンヒーター
ラジカセ
　　　カセットテープが録音でき持ち運びができるもの
こたつ
　　　4人用　布団がなくても可

無償
無償
無償

無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償

無償

無償
役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎82－7008）

12月　くらしのカレンダー

今 月 の 納 税

電動ベッド、火鉢はリサイクルできま
した。  
ご協力ありがとうございました。 



藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人
動
の

き
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10
月
11
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で

人　口
男　性
女　性
世帯数

15,154
7,167
7,987
6,600

人
人
人
世帯

（△16人）
（0人）

（△16人）
（△2）

（11月１日現在（　）内は前月比）

氏
名　

夫　
　
　

妻

地

区

真
砂　

伸
康
・　

絢　

池

田

中
井　

智
史
・
成　

美

蒲

野

久
留
島
友
矩
・
安　

似

坂

手

氏

名

歳
世
帯
主

地

区

亘　
富
美
代

63
正

幸

池

田

藤
本　

惇
71
本

人

〃

萩
本
榮
子
92
本

人

蒲

生

山
崎
一
郎
87
本

人

二

面

山
口　

茂
74
本

人

〃

坂
口
弘
子
77
本

人

吉

野

髙
橋
髙
司
81
本

人

〃

赤
ち
ゃ
ん
性
別

保
護
者

地

区

宮
下
來ら
い

恩お
ん

男
明

夫

西

村

半
田
菜な

の

晴は

女
真

幸
草
壁
本
町

北
村
周し

ゅ
う
じ士

男
智

良

安

田

赤
岩
瑶よ

う

太た

男
高

広

〃

上
嶋
心し

ん

玄げ
ん

男
進

一

橘

梅
本
仁に

華か

女

学

馬

木

　

本
大だ

い

知ち

男
崇

雄

坂

手

橋
本　

禮れ
い

男
拓

也

〃

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

【
お
め
で
た
】

◎
婚　

姻　

（
３
組
）

◎
死　

亡　

（
20
人
）

◎
出　

生　

（
８
人
）

中
井
ミ
ヨ
89
弘

昭

蒲

野

須
佐
美　

衛
83
本

人

〃

藤
本
美
喜
子

88

敦

〃

太
麻
マ
ツ
ミ

102
政

司

西

村

丸
柱
道
代
88
和

久

〃

山
下
美
子
84

勝

〃

岸　

幸
政
85
本

人
草
壁
本
町

上
原
啓
介
86
本

人

片

城

荒
井
庸
次
郎

88
本

人

安

田

寺
岡　

宏
84
本

人

馬

木

池
元
秀
夫
59
本

人

〃

森　

和
之
68
本

人

苗

羽

八
木
光
枝
99
ヒ
ト
ミ

坂

手

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

あとがき
（編集を終えて）

▽
表
題
の
「O

N
E
FO
R

A
LL
A
LL
FO
R
O
N
E

」

は
女
子
チ
ー
ム
全
員
の

腕
に
マ
ジ
ッ
ク
で
書
か

れ
た
言
葉
か
ら
引
用
し

ま
し
た
。

　

山
口
県
で
の
全
国
大

会
で
は
、
自
分
た
ち
の

ベ
ス
ト
の
走
り
で
、
悔
い
が
残
ら

な
い
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
２
０
１
３
年
の
秋
ま
で

島
根
県
隠
岐
郡
の
中
ノ
島
と
い

う
島
で
約
5
年
間
観
光
協
会
の

仕
事
に
就
い
て
い
ま
し
た
。
こ
こ

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
海
士
町

と
い
う
町
名
の
ほ
う
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
島
で
す
。
そ
し
て
隠

岐
を
出
て
か
ら
同
じ
年
に
13
年

ぶ
り
に
小
豆
島
へ
戻
り
、
次
は
小

豆
島
観
光
協
会
で
仕
事
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ふ
た
つ
の
島

の
違
い
を
少
し
書
い
て
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
人
口
で
す
が
、
海
士

町
は
２
，４
０
０
人
、
小
豆
島
は

２
８
，０
０
０
人
な
の
で
、
約
10

倍
も
違
っ
て
い
ま
す
。
大
き
さ

は
、
海
士
町
は
99
㎢
、
小
豆
島
は

127
㎢
と
い
う
こ
と
で
約
1.3
倍
ほ

ど
。
海
士
町
に
は
点
滅
信
号
が
1

個
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
ビ
ニ

も
あ
り
ま
せ
ん
。
小
豆
島
の
よ
う

な
会
社
や
商
店
街
や
飲
食
店
や

ス
ー
パ
ー
や
個
人
で
や
っ
て
い

る
お
医
者
さ
ん
と
か
、
そ
う
い
う

も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
名
前

ど
こ
ろ
か
屋
号
で
呼
び
合
う
の

で
、
海
士
町
で
暮
ら
し
は
じ
め
た

と
き
は
、
誰
が
誰
の
こ
と
を
話
し

て
い
る
の
か
い
つ
も
わ
か
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
の
こ
こ
2
〜
30
年
の
歴
史
と

か
家
族
構
成
と
か
な
ん
の
仕
事

を
し
て
い
る
か
等
の
情
報
は
自

ず
と
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
ま
す
。

　

狭
い
。
だ
け
ど
人
の
頭
の
中
は

広
い
。
自
由
な
発
想
で
都
会
へ
向

け
て
ど
ん
ど
ん
島
を
売
り
込
ん

で
行
こ
う
、
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
れ
か
が
「
大
人
と
は
萎
縮
し
た

子
ど
も
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
ま

し
た
が
、
萎
縮
せ
ず
に
子
ど
も
の

ま
ま
で
仕
事
に
取
り
組
め
る
土

地
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
自
然
も
違
い
ま
す
。
隠
岐

の
冬
は
ま
る
で
ロ
ン
ド
ン
。
雪
深

く
、
な
ん
か
ず
っ
と
も
う
灰
色
の

世
界
で
す
。
朝
起
き
た
ら
一
面
雪

な
の
で
、
ど
こ
を
ど
う
出
勤
し
た

ら
い
い
の
か
途
方
に
く
れ
て
、
近

所
の
人
の
四
駆
に
送
っ
て
い
っ

て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

仕
事
に
関
し
て
、
観
光
協
会
の

仕
事
は
、
そ
の
地
域
の
足
り
な
い

と
こ
ろ
を
補
助
す
る
よ
う
な
、
何

に
で
も
化
け
ら
れ
る
職
場
な
の

で
、
海
士
町
で
は
観
光
資
源
を
掘

り
出
し
磨
い
て
お
客
さ
ん
に
提

供
し
た
り
、
ゼ
ロ
か
ら
観
光
の
楽

し
み
を
作
り
出
す
仕
事
、
対
し
て

小
豆
島
で
は
既
に
あ
る
観
光
資

源
が
楽
し
み
や
す
く
、
わ
か
り
や

す
く
な
る
よ
う
に
お
客
さ
ん
に

広
報
宣
伝
す
る
こ
と
が
仕
事
で

し
た
。

　

一
気
に
違
い
を
並
べ
て
み
ま

し
た
が
、
き
っ
と
ふ
た
つ
の
島
の

共
通
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
面
白

い
と
思
い
ま
す
。
私
が
思
う
に
、

友
達
は
大
事
で
す
。
妖
怪
ウ
ォ
ッ

チ
の
歌
み
た
い
で
す
が
、
ど
こ
に

い
て
も
、
友
達
が
で
き
て
自
分
の

居
場
所
が
で
き
れ
ば
そ
こ
が
「
自

分
の
町
」
と
い
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

友
達
の
い
る
と
こ
ろ
が
私
の

居
場
所
で
す
。
お
い
し
い
食
べ
物

と
き
れ
い
な
星
が
好
き
な
の
で
、

そ
ん
な
土
地
に
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
友
達
を
作
っ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

『
隠
岐
と
小
豆
島
に
暮
ら
し
て
み
て
』

現
住
所　

安
田

大お
お　

西に
し　

久く　

美み

さ
ん


